
一

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

趙  

　  

美  

子

は
じ
め
に

「
遊
仙
詩
」
と
は
、
神
仙
世
界
を
描
く
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
曹
植
に
は
十
一
首
の
遊
仙
詩
が
残
っ
て
お
り
、
中
に
は
そ
の
ま
ま
「
遊

仙
詩
」
と
題
す
る
一
首
を
除
い
て
、
ほ
か
の
十
首
は
す
べ
て
楽
府
で
あ
る
。
曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
ほ
ぼ
詩
の
寄
託

性
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
行
い
、
俗
世
を
離
れ
た
趣
を
表
す
よ
り
、
神
仙
世
界
へ
の
憧
れ
を
描
く
こ
と
で
現
実
世
界
へ
の
不
満
を
表
す
と
い

う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。
中
に
は
、
曹
植
が
基
本
的
に
一
貫
し
て
神
仙
を
信
じ
な
い
ま
ま
、
た
だ
遊
仙
の
ジ
ャ
ン
ル
を
借
り
て
自
ら
の

感
情
を
表
す
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
観
点
を
取
っ
た
も
の
は
多
い

（
1
）

。
こ
の
よ
う
な
観
点
の
裏
に
は
、
神
仙
を
信
じ
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
り
、

信
じ
な
い
ほ
う
が
賢
明
だ
と
い
う
意
識
が
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
前
期
（
建
安
年
間
）
は
信
じ
な
か
っ
た
が
、
後
期
（
黄
初
・
太

和
年
間
）
に
な
る
と
現
実
中
の
失
意
に
よ
り
神
仙
に
対
す
る
態
度
が
転
変
し
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

ま
た
、
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
多
く
の
先
行
研
究
は
ほ
ぼ
全
作
品
を
後
期
（
黄
初
、
太
和
年
間
）
の
作
に
分
類
し
て
い
る
が
、
た

ま
に
は
異
な
る
観
点
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
徐
公
持
氏
は
「
平
陵
東
」
を
代
表
と
す
る
一
部
の
作
品
に
は
現
実
へ
の
不
満
が
目
立
た
ず
、

む
し
ろ
享
楽
的
な
雰
囲
気
が
漂
い
、
し
か
も
父
の
曹
操
の
詩
と
の
関
連
性
が
見
ら
れ
る
の
で
、
前
期
（
建
安
年
間
）
の
作
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
る

（
2
）

。

確
か
に
曹
植
の
遊
仙
詩
に
は
後
期
の
作
が
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
す
べ
て
を
後
期
の
作
と
判
断
す
る
の
は
必
ず
し
も
正
し
い
と
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は
限
ら
な
い
。
し
か
も
、
同
じ
後
期
の
作
の
中
に
も
制
作
時
期
を
も
っ
と
細
か
く
考
察
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
は
神
仙
に
対

す
る
曹
植
の
態
度
の
変
化
、
ま
た
そ
の
原
因
を
理
解
す
る
た
め
に
意
味
が
あ
る
。
本
論
は
以
上
の
先
行
研
究
か
ら
啓
発
を
受
け
て
、
曹
植

遊
仙
詩
の
制
作
時
期
や
寄
託
性
、
ま
た
遊
仙
詩
に
見
え
る
曹
植
の
神
仙
思
想
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
曹
植
の

作
品
か
ら
は
時
と
共
に
神
仙
に
対
す
る
態
度
に
変
化
が
見
ら
れ
、
特
に
契
機
と
な
っ
た
の
は
曹
丕
の
死
で
あ
り
、
曹
植
は
曹
丕
の
死
後
、

神
仙
世
界
に
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。

一
、
神
仙
に
対
す
る
曹
氏
父
子
の
態
度

『
魏
志
』
華
佗
伝
の
裴
松
之
注
に
引
い
た
曹
植
「
辯
道
論
」
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

世
有
方
士
、
吾
王
悉
所
招
致
。〈
中
略
〉
卒
所
以
集
之
於
魏
國
者
、
誠
恐
斯
人
之
徒
、
接
姦
宄
以
欺
眾
、
行
妖
慝
以
惑
民
。
豈
復
欲

觀
神
仙
於
瀛
洲
、
求
安
期
於
海
島
、
釋
金
輅
而
履
雲
輿
、
棄
六
驥
而
羨
飛
龍
哉
？
自
家
王
與
太
子
及
余
兄
弟
、
咸
以
爲
調
笑
、
不
信

之
矣
。

世
の
中
に
方
士
〈
仙
術
を
行
う
人
〉
が
あ
り
、
す
べ
て
は
魏
王
に
招
か
れ
て
来
た
。〈
中
略
〉
方
士
た
ち
を
魏
国
に
集
め
た
の
は
、

ま
さ
に
彼
ら
が
く
せ
者
と
結
託
し
て
大
衆
を
欺
い
た
り
、
邪
悪
な
行
為
で
庶
民
を
惑
わ
し
た
り
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
た
め
で
あ
る
。

決
し
て
海
上
に
神
仙
を
探
し
に
行
っ
た
り
、
立
派
な
馬
車
を
捨
て
て
飛
龍
が
引
い
て
い
る
雲
の
車
に
乗
っ
た
り
し
よ
う
と
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
わ
が
父
魏
王
か
ら
兄
太
子
と
わ
た
し
ま
で
は
、
み
な
こ
れ
を
笑
い
話
と
見
な
し
て
、
信
じ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
文
章
は
神
仙
に
対
し
て
曹
氏
父
子
が
基
本
的
に
懐
疑
的
な
態
度
を
持
つ
と
表
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
基
本
的
認
識
が
共
通
し
て

い
て
も
、
曹
操
と
曹
植
は
遊
仙
詩
を
数
多
く
作
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
神
仙
の
話
に
は
な
か
な
か
興
味
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
曹
丕
の
遊
仙
詩
は
「
折
楊
柳
行
」
一
首
し
か
な
か
っ
た
。
以
下
は
詩
の
後
半
を
挙
げ
る
。

彭
祖
稱
七
百
　
悠
悠
安
可
原
　
　
彭
祖
　
七
百
と
称
す
る
も
、
悠
悠
と
し
て
安
く
ん
ぞ
原た

ず

ぬ
べ
け
ん
や

老
聃
適
西
戎
　
於
今
竟
不
還
　
　
老
聃
　
西
戎
に
適
く
も
、
今
に
於
い
て
竟
に
還
ら
ず



三

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

王
喬
假
虛
辭
　
赤
松
垂
空
言
　
　
王
喬
　
虚
辞
を
仮
り
、
赤
松
　
空
言
を
垂
る

達
人
識
真
僞
　
愚
夫
好
妄
傳
　
　
達
人
は
真
僞
を
識
り
、
愚
夫
は
妄
伝
を
好
む

追
念
往
古
事
　
憒
憒
千
萬
端
　
　
往
古
の
事
を
追
念
す
れ
ば
、
憒
憒
た
る
こ
と
千
万
端

百
家
多
迂
怪
　
聖
道
我
所
觀
　
　
百
家
　
迂
怪
多
し
、
聖
道
の
み
我
の
観
る
所
ぞ

（
『
樂
府
詩
集
』
巻
三
十
七
）

曹
丕
は
詩
の
中
で
道
家
と
神
仙
の
伝
説
を
複
数
挙
げ
た
が
、
す
べ
て
は
確
信
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
批
判
し
、
儒
家
の
み
が
学
ぶ
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
編
者
を
曹
丕
と
題
す
る
『
列
異
傳
』
と
い
う
志
怪
小
説
集
が
あ
る
。
中
に
は
曹
丕
没

後
の
話
も
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
人
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
、
或
い
は
後
人
の
続
編
が
混
入
し
た
可
能
性
は
高
い
が
、
一
部
が
曹
丕
の
編

で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
曹
丕
も
神
仙
や
道
術
の
話
に
対
し
て
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

曹
植
の
神
仙
に
対
す
る
態
度
は
よ
り
複
雑
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
懐
疑
的
な
態
度
を
示
し
た
作
品
は
、「
辯
道
論
」
の
ほ
か
に
ま
だ

「
贈
白
馬
王
彪
」
と
「
秋
思
賦
」
が
あ
り
、
神
仙
に
触
れ
た
部
分
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

苦
辛
何
慮
思
　
天
命
信
可
疑
　
　
苦
辛
し
て
　
何
を
か
慮
思
し
、
天
命
　
信
に
疑
う
べ
し

虛
無
求
列
仙
　
松
子
久
吾
欺
　
　
虚
無
な
る
か
な
列
仙
を
求
む
、
松
子
　
久
し
く
吾
を
欺
く

（
「
贈
白
馬
王
彪
」、『
文
選
』
巻
二
十
四
）

松
喬
難
慕
兮
誰
能
仙
、
長
短
命
也
兮
獨
何
怨
。

松
喬
　
慕
い
難
く
　
誰
か
能
く
仙
た
ら
ん
や
、
長
短
　
命
な
る
か
な
　
独
り
何
ぞ
怨
み
ん

（
「
秋
思
賦
」、『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
五
）

　
類
似
し
た
内
容
や
表
現
が
あ
り
、
し
か
も
背
景
に
は
現
実
へ
の
不
満
や
失
望
が
読
み
取
ら
れ
る
。
特
に
「
贈
白
馬
王
彪
」
の
作
成
背
景

に
つ
い
て
、
曹
植
本
伝
の
裴
松
之
注
や
『
文
選
』
の
李
善
注
に
明
確
な
記
載
が
引
い
て
い
る
。
黄
初
四
年
（
二
二
三
）、
曹
植
は
白
馬
王

曹
彪
、
任
城
王
曹
彰
と
と
も
に
洛
陽
に
朝
見
し
た
が
、
曹
彰
が
洛
陽
で
突
然
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
曹
彪
と
と
も
に
領
地
に
帰
ろ
う
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と
し
て
も
、
朝
廷
の
監
察
官
に
阻
ま
れ
て
で
き
な
く
な
っ
た

（
3
）

。
こ
の
背
景
で
作
ら
れ
た
こ
の
詩
は
、
現
実
へ
の
不
満
や
曹
丕
へ
の
怨
み
言

を
漏
ら
し
て
い
る
が
、
現
実
世
界
か
ら
神
仙
世
界
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
意
思
は
一
切
な
く
、
依
然
と
し
て
神
仙
を
求
め
る
行
為
を
固
く
批

判
し
て
い
る
。

　「
秋
思
賦
」
も
神
仙
に
な
る
の
は
不
可
能
だ
と
嘆
き
、
神
仙
に
対
し
て
懐
疑
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
賦
の
中
の
表
現

を
「
贈
白
馬
王
彪
」
と
比
べ
れ
ば
、
類
似
し
た
内
容
で
あ
っ
て
も
全
く
同
じ
態
度
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。「
天
命
信
可
疑
」（
天
命
な
ど

は
信
じ
ら
れ
な
い
）
か
ら
「
長
短
命
也
兮
獨
何
怨
」（
人
の
寿
命
は
運
命
に
任
せ
る
し
か
な
い
）
ま
で
、
ま
た
「
虛
無
求
列
仙
」（
神
仙
を
求

め
る
の
は
虚
し
い
こ
と
だ
）
か
ら
「
松
喬
難
慕
兮
誰
能
仙
」（
神
仙
を
求
め
る
の
は
難
し
い
の
で
誰
に
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
）
ま
で
の
間
に
、

確
か
に
運
命
や
神
仙
に
対
す
る
態
度
の
微
妙
な
変
化
が
捉
え
ら
れ
る
。
趙
幼
文
氏
は
『
曹
植
集
校
注
』
の
中
で
こ
の
賦
を
太
和
年
間
、
つ

ま
り
晩
年
の
作
に
分
類
し
て
い
る
。
特
に
明
確
な
理
由
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ
賦
に
表
れ
た
感
情
か
ら
見
れ
ば
太
和
年
間
の
作
ら

し
い
と
述
べ
て
い
る

（
4
）

。
上
述
の
対
比
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
、
趙
幼
文
氏
の
判
断
に
賛
成
し
た
い
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
直
接
に
記
述
し
た
の
は
、
同
様
に
晩
年
の
作
と
さ
れ
る
「
釋
疑
論
」
で
あ
る
。

初
謂
道
術
、
直
呼
愚
民
詐
僞
空
言
定
矣
。〈
中
略
〉
乃
知
天
下
之
事
、
不
可
盡
知
、
而
以
臆
斷
之
、
不
可
任
也
。
但
恨
不
能
絕
聲
色
、

專
心
以
學
長
生
之
道
耳
。

当
初
は
道
術
な
ど
は
、
庶
民
を
愚
弄
し
た
り
詐
欺
を
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
り
、
確
か
に
実
現
で
き
な
い
空
言
だ
と
思
い
込
ん
だ
。

〈
中
略
〉
そ
こ
で
世
間
の
物
事
を
す
べ
て
知
る
こ
と
は
で
き
ず
、
主
観
的
な
憶
測
で
断
定
し
た
こ
と
は
信
憑
性
を
確
保
で
き
な
い
と

よ
う
や
く
わ
か
っ
た
。
た
だ
残
念
な
の
は
道
楽
を
や
め
、
専
念
し
て
長
生
の
道
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。（
『
抱
朴

子
』
内
篇
二
　
論
仙
）

こ
の
文
は
東
晋
の
葛
洪
『
抱
朴
子
』
に
初
め
て
見
え
る
。
引
用
の
後
ろ
に
ま
だ
葛
洪
の
評
論
が
続
い
て
い
る
。

彼
二
曹
學
則
無
書
不
覽
、
才
則
一
代
之
英
。
然
初
皆
謂
無
、
而
晚
年
乃
有
窮
理
盡
性
、
其
嘆
息
如
此
。
不
逮
若
人
者
、
不
信
神
仙
、

不
足
怪
也
。
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曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

曹
丕
と
曹
植
は
学
問
に
お
い
て
は
何
の
書
物
で
も
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
文
才
に
お
い
て
は
一
世
に
優
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
ど
ち
ら
も
最
初
に
は
神
仙
が
存
在
し
な
い
と
言
い
、
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
道
理
や
天
性
を
深
く
ま
で
追
求

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
こ
で
こ
の
よ
う
に
嘆
い
た
。
彼
ら
に
及
ば
な
い
人
た
ち
は
、
神
仙
を
信
じ
な
く
て
も
、
お
か
し
い
こ

と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
記
載
と
評
論
か
ら
歴
史
人
物
を
借
り
て
神
仙
や
道
教
を
宣
伝
す
る
目
的
が
見
え
る
が
、
曹
植
の
作
と
し
て
「
釋
疑
論
」
の

真
実
性
に
は
疑
問
が
残
る
と
思
わ
れ
る

（
5
）

。

し
か
し
、
曹
植
の
多
く
の
遊
仙
詩
か
ら
見
れ
ば
、
神
仙
を
信
じ
る
或
い
は
神
仙
に
憧
れ
る
よ
う
な
意
思
が
確
か
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
詩
は
す
べ
て
後
期
の
作
と
は
限
ら
ず
、
し
か
も
す
べ
て
は
現
実
か
ら
逃
避
す
る
こ
と
や
解
放
さ
れ
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
も
の
と

も
限
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
曹
植
の
遊
仙
詩
を
分
類
し
、
先
行
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
分
析
す
る
。

二
、
曹
植
遊
仙
詩
の
分
類

ま
ず
は
先
行
作
品
と
し
て
漢
代
の
楽
府
「
長
歌
行
」
の
前
半
を
挙
げ
る
。

仙
人
騎
白
鹿
　
髪
短
耳
何
長
　
　
仙
人
　
白
鹿
に
騎
り
、
髪
短
か
く
耳
何
ぞ
長
し

導
我
上
太
華
　
攬
芝
獲
赤
幢
　
　
我
を
導
き
て
太
華
に
上
り
、
芝
を
攬
り
て
赤
幢
を
獲
る

來
到
主
人
門
　
奉
藥
一
玉
箱
　
　
来
り
て
主
人
の
門
に
到
り
、
薬
　
一
玉
箱
を
奉
る

主
人
服
此
藥
　
身
體
日
康
彊
　
　
主
人
　
此
の
薬
を
服
せ
ば
、
身
体
　
日
に
康
彊

髪
白
復
更
黑
　
延
年
壽
命
長
　
　
髪
白
き
も
復
た
黑
き
に
更
わ
り
、
延
年
し
て
寿
命
長
か
ら
ん

（
『
樂
府
詩
集
』
巻
三
十
）

先
行
研
究
に
す
で
に
論
じ
ら
れ
た
通
り
、
こ
の
よ
う
な
遊
仙
詩
は
宴
会
で
の
祝
辞
と
い
う
性
格
、
即
ち
「
祝
頌
性
」
を
持
っ
て
い
る
。

宴
会
の
主
催
者
の
た
め
に
若
返
り
や
長
寿
の
祈
願
を
し
て
い
る
が
、
仙
界
に
永
遠
に
留
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
の
世
に
お
い
て
長
生
き
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で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
神
仙
世
界
に
遊
ぶ
想
像
か
ら
現
実
中
の
宴
会
の
場
に
戻
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
曹
植
の
遊
仙
詩
に
は
、
こ
の
よ
う
な
長
寿
祈
願
が
あ
る
も
の
は
半
数
以
下
で
あ
り
、
半
数
以
上
を
占
め
る
の
は
長
寿
祈
願
が

な
い
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
も
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
こ
れ
は
曹
植
が
前
代
の
詩
人
を
超
え
て
、
自
ら
の
感
情
を
込
め
て
詠
懐
性
の
あ

る
遊
仙
詩
を
多
作
し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
曹
植
の
遊
仙
詩
を
「
長
寿
祈
願
の
有
無
」
に
よ
っ
て
分
類
し
て
み
る
と
、
長
寿
祈
願

が
あ
る
の
は
「
平
陵
東
」「
五
遊
詠
」「
驅
車
篇
」「
遠
遊
篇
」「
飛
龍
篇
」
の
五
首
で
あ
り
、
長
寿
祈
願
が
な
い
の
は
「
升
天
行
」
二
首
、「
仙
人
篇
」

「
遊
仙
詩
」「
桂
之
樹
行
」「
苦
思
行
」
の
六
首
で
あ
る
。
前
者
の
五
首
に
お
け
る
長
寿
祈
願
に
関
わ
る
表
現
を
以
下
に
挙
げ
る
。

　
　
　
平
陵
東

閶
闔
開
　
天
衢
通
　
　
閶
闔
開
き
て
　
天
衢
通
じ

被
我
羽
衣
乘
飛
龍
　
　
我
が
羽
衣
を
被
り
て
飛
龍
に
乗
る

乘
飛
龍
　
與
仙
期
　
　
飛
龍
に
乗
り
て
　
仙
と
期
し

東
上
蓬
萊
採
靈
芝
　
　
東
の
か
た
蓬
莱
に
上
り
て
霊
芝
を
採
る

靈
芝
採
之
可
服
食
　
　
霊
芝
　
之
れ
を
採
れ
ば
服
食
す
べ
く

年
若
王
父
無
終
極
　
　
年
　
王
父
の
若
く
　
終
極
無
し

　
　
　
　（
『
樂
府
詩
集
』
巻
二
十
八
）

前
述
し
た
漢
楽
府
と
比
べ
れ
ば
、
宴
会
の
場
面
や
他
者
（
主
人
、
客
人
な
ど
）
の
存
在
と
直
接
関
わ
る
描
写
は
見
え
な
い
。
ま
る
で
主

人
公
が
仙
薬
（
霊
芝
）
を
食
べ
る
と
そ
の
ま
ま
仙
界
に
留
ま
っ
て
し
ま
い
、
人
の
世
に
は
も
う
戻
ら
な
い
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。
類
似
し

た
現
象
は
ほ
か
の
四
首
に
も
あ
る
。

王
子
奉
仙
藥
　
羨
門
進
奇
方
　
　
王
子
は
仙
薬
を
奉
り
、
羨
門
は
奇
方
を
進
む

服
食
享
遐
紀
　
延
壽
保
無
疆
　
　
服
食
す
れ
ば
遐
紀
を
享
け
、
延
寿
し
て
無
疆
を
保
た
ん

（
「
五
遊
詠
」、『
藝
文
類
聚
』
巻
七
十
八
）
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曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

發
擧
蹈
虛
廓
　
徑
庭
升
窈
冥
　
　
発
挙
し
て
虚
廓
を
蹈
み
、
径
庭
と
し
て
窈
冥
た
る
に
升
る

同
壽
東
父
年
　
曠
代
永
長
生
　
　
壽
を
東
父
の
年
に
同
じ
く
し
、
曠
代
　
永
く
長
生
す

（
「
驅
車
篇
」
）

崑
崙
本
吾
宅
　
中
州
非
我
家
　
　
崑
崙
　
本
よ
り
吾
が
宅
に
し
て
、
中
州
　
我
が
家
に
非
ず

〈
中
略
〉

金
石
固
易
弊
　
日
月
同
光
華
　
　
金
石
　
固
よ
り
弊
れ
易
く
、
日
月
と
光
華
を
同
じ
く
す

齊
年
與
天
地
　
萬
乘
安
足
多
　
　
年
を
天
地
と
斉
し
く
し
、
万
乗
　
安
く
ん
ぞ
多
と
す
る
に
足
ら
ん
や

（
「
遠
遊
篇
」
）

授
我
仙
藥
　
神
皇
所
造
　
　
我
に
仙
薬
を
授
く
、
神
皇
の
造
る
所
な
り

教
我
服
食
　
還
精
補
腦
　
　
我
を
し
て
服
食
せ
し
む
れ
ば
、
精
を
還め

ぐ

ら
し
て
脳
を
補
う

壽
同
金
石
　
永
世
難
老
　
　
寿
は
金
石
と
同
じ
く
、
永
世
　
老
い
難
し

（
「
飛
龍
篇
」、
以
上
三
首
『
樂
府
詩
集
』
巻
六
十
四
）

以
上
の
詩
に
す
べ
て
は
長
寿
祈
願
が
あ
る
が
、「
主
人
」
の
た
め
と
い
う
要
素
は
見
え
ず
、
多
く
は
「
我
」
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
現

象
か
ら
は
遊
仙
詩
の
「
『
祝
頌
性
』
が
薄
れ
て
ゆ
く

（
6
）

」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
が
、
も
う
一
つ
の
現
象
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
神
仙
世
界

か
ら
現
実
世
界
に
戻
る
表
現
が
一
切
な
い
こ
と
で
あ
る
。
主
人
公
が
一
度
仙
界
に
遊
び
に
行
く
と
、
再
び
人
の
世
に
帰
っ
て
長
寿
を
保
つ

の
で
は
な
く
、
仙
界
で
永
生
を
得
る
よ
う
な
表
現
ば
か
り
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
長
寿
祈
願
が
あ
り
、
あ
る
程
度
祝
頌
性
を
持
つ
作
品

で
あ
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
た
め
、
長
寿
祈
願
が
な
く
、
祝
頌
性
が
も
っ
と
薄
れ
た
作
品
は
な
お
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
現
象
は
曹

植
自
身
の
趣
向
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
、
曹
植
の
遊
仙
詩
で
は
神
仙
世
界
へ
の
、
主
人
公
あ
る
い
は
作
者
の
精
神
の
進
入
は
、
漢
代
や
曹

操
の
遊
仙
詩
と
比
べ
て
よ
り
徹
底
的
な
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
た
と
え
建
安
時
期
の
宴
会
の
場
で
遊
戯
的
な
遊
仙
詩
（
例
え
ば
「
平
陵
東
」
）
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
曹
植
は
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若
い
頃
か
ら
基
本
と
し
て
神
仙
を
信
じ
な
い
態
度
を
固
く
保
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
彼
は
な
ぜ
、
ど
の
時
期
よ
り
心
か
ら
神
仙
世
界

に
憧
れ
が
生
じ
、
そ
こ
に
自
ら
の
思
い
を
託
し
て
詠
懐
性
を
持
つ
作
品
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
、
曹
植
遊
仙
詩
の
寄
託
性

曹
植
の
作
品
に
は
、
遊
仙
詩
の
ほ
か
に
も
神
仙
と
の
出
会
い
や
天
界
巡
遊
と
関
わ
る
作
品
が
あ
る
。
前
者
に
は
有
名
な
「
洛
神
賦
」
が

あ
り
、
後
者
に
は
楚
辞
を
模
倣
し
た
「
九
愁
賦
」
が
あ
る
。「
洛
神
賦
」
は
序
が
あ
る
の
で
言
う
ま
で
も
な
く
、「
九
愁
賦
」
も
黄
初
年
間

の
現
実
背
景
が
裏
に
あ
る
よ
う
で
、
い
ず
れ
も
寄
託
性
の
あ
る
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
現
実
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ

て
お
り
、
現
実
中
の
状
況
か
ら
詠
い
始
め
た
上
で
、
遊
仙
が
終
わ
っ
た
後
に
主
人
公
は
現
実
世
界
に
戻
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
九
愁
賦
」
の
中
の
遊
仙
に
あ
た
る
内
容
は
以
下
の
よ
う
。

曠
年
載
而
不
廻
、
長
去
君
乎
悠
遠
。
御
飛
龍
之
蜿
蜒
、
揚
翠
霓
之
華
旌
。
絕
九
霄
而
高
鶩
、
飄
弭
節
於
天
庭
。
披
輕
雲
而
下
觀
、
覽

九
土
之
殊
形
。
顧
南
郢
之
邦
壤
、
咸
蕪
穢
而
倚
傾
。
驂
盤
桓
而
思
服
、
仰
御
驤
以
悲
鳴
。

曠
し
く
年
載
を
へ
て
廻
ら
ず
、
長
く
君
を
去
る
こ
と
悠
遠
た
り
。
飛
龍
の
蜿
蜒
た
る
を
御
し
、
翠
霓
の
華
旌
を
揚
ぐ
。
九
霄
を
絶
や

し
て
高
く
鶩
び
、
弭
節
を
天
庭
に
於
い
て
飄
す
。
軽
雲
を
披
り
て
下
を
観
、
九
土
の
形
を
殊
に
す
る
を
覽
る
。
南
郢
の
邦
壤
を
顧
み
、

咸
な
蕪
穢
と
し
て
倚
傾
す
。
驂
は
盤
桓
し
て
思
服
し
、
御
驤
を
仰
ぎ
て
悲
鳴
す
。（
『
藝
文
類
聚
』
巻
三
十
五
）

龍
に
乗
る
こ
と
で
遊
仙
の
始
ま
り
を
提
示
し
て
、
馬
が
御
者
に
悲
鳴
す
る
こ
と
で
現
実
世
界
に
戻
る
過
程
ま
で
を
完
結
さ
せ
る
。
曹
植

は
こ
の
賦
で
は
屈
原
の
立
場
を
想
像
し
な
が
ら
、
都
を
去
っ
て
領
地
に
赴
か
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
讒
言
に
よ
っ
て
罪
を
問
わ
れ
た
こ
と
な

ど
自
ら
の
遭
遇
と
心
境
を
綴
っ
て
い
る
。
趙
幼
文
氏
は
こ
の
賦
を
黄
初
四
年
の
作
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
黄
初
年
間
の
作

と
い
う
の
は
間
違
い
な
い
。「
贈
白
馬
王
彪
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
曹
植
は
ま
だ
神
仙
を
信
じ
な
い
態
度
を
持
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
ゆ
え
、
時
に
作
品
の
中
に
「
遊
仙
」
の
内
容
を
描
い
て
も
、
神
仙
世
界
に
さ
ほ
ど
憧
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
「
遊



九

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

仙
」
を
借
り
て
一
時
的
に
現
実
世
界
か
ら
脱
出
し
て
理
想
世
界
を
求
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
神
仙
世
界
の
よ
う
な
理
想
的
な
別
世

界
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
行
き
た
い
と
い
う
よ
り
、
神
仙
世
界
中
の
不
老
長
寿
や
自
由
な
ど
の
理
想
的
な
要
素
を
現
実
世
界
に
実
現
さ
せ
た
い

と
い
う
思
考
が
読
み
取
ら
れ
、
そ
れ
は
黄
初
年
間
ま
で
の
「
遊
仙
」
の
趣
旨
に
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
曹
植
の
も
っ
と
本
格
的
な
遊
仙
詩
の
詩
作
は
、
ほ
ぼ
文
帝
曹
丕
の
没
を
き
っ
か
け
に
太
和
年
間
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
た
い
。
一
部
の
遊
仙
詩
に
描
か
れ
た
仙
界
に
遊
ぶ
描
写
は
、
実
際
に
は
兄
曹
丕
の
後
に
つ
い
て
こ
の
世
を
去
る
と
い
う
こ
と

の
浪
漫
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
以
下
は
、
帝
王
の
崩
御
に
関
わ
る
「
鼎
湖
」
故
事
の
多
用
と
、
ほ
か
の
作
品
に
も
見
え
る
君

主
の
た
め
の
殉
死
も
含
ま
れ
た
自
滅
の
意
思
と
の
両
者
を
合
わ
せ
て
、
曹
植
遊
仙
詩
の
寄
託
性
を
検
討
す
る
。

（
一
）「
鼎
湖
」
典
故
の
多
用
に
つ
い
て

鼎
湖
と
は
、
伝
説
に
よ
れ
ば
上
古
の
帝
王
の
軒
轅
氏
、
即
ち
黄
帝
が
龍
に
乗
っ
て
天
に
昇
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
記

載
は
『
史
記
』「
封
禪
書
」
に
見
え
る
。

黃
帝
采
首
山
銅
、
鑄
鼎
於
荊
山
下
。
鼎
旣
成
、
有
龍
垂
胡
髯
、
下
迎
黃
帝
。
黃
帝
上
騎
、
群
臣
後
宮
從
上
者
七
十
餘
人
。
龍
乃
上
去
、

餘
小
臣
不
得
上
、
乃
悉
持
龍
髯
、
龍
髯
拔
墮
、
墮
黃
帝
之
弓
。
百
姓
仰
望
黃
帝
旣
上
天
、
乃
抱
其
弓
與
胡
髯
號
、
故
後
世
因
名
其
處
曰

鼎
湖
、
其
弓
曰
烏
號
。

黄
帝
は
首
山
の
銅
を
掘
り
、
荊
山
の
下
で
鼎
を
鋳
造
し
た
。
そ
の
鼎
が
出
来
上
が
る
と
、
一
匹
の
龍
が
ひ
げ
を
垂
ら
し
て
お
り
、
天
上

か
ら
降
り
て
黄
帝
を
迎
え
に
来
た
。
黄
帝
は
龍
の
背
に
乗
る
と
、
七
十
数
人
の
臣
下
と
后
妃
が
黄
帝
に
従
っ
て
龍
に
乗
っ
た
。
そ
こ
で

龍
は
飛
び
上
が
っ
て
、
ほ
か
の
地
位
の
低
い
臣
下
は
龍
に
乗
れ
ず
、
み
な
龍
の
ひ
げ
を
引
っ
張
っ
て
い
た
。
龍
の
ひ
げ
と
、
黄
帝
の
弓

と
も
地
面
に
落
ち
た
。
庶
民
た
ち
が
仰
ぎ
見
る
と
、
黄
帝
は
す
で
に
天
に
昇
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
弓
と
ひ
げ
を
抱
い
て
悲
し
ん

で
叫
び
泣
い
た
。
そ
の
ゆ
え
、
後
世
の
人
々
は
そ
の
地
を
「
鼎
湖
」
と
、
そ
の
弓
を
「
烏
号

（
7
）

」
と
名
付
け
た
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
現
実
世
界
で
発
生
し
た
事
実
で
は
な
く
、
偉
い
人
の
死
を
言
う
の
を
忌
み
、
或
い
は
そ
の
死
に
伝
奇
性
を
持
た
せ
た
い

た
め
、
死
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
天
に
昇
っ
て
神
仙
に
な
っ
た
な
ど
と
古
の
人
々
が
想
像
し
た
の
で
あ
る
。
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確
か
に
「
鼎
湖
」
の
典
故
に
は
神
仙
に
な
る
と
い
う
め
で
た
い
要
素
を
有
し
て
い
る
が
、
六
朝
ま
で
の
用
例
を
調
べ
る
と
、
ほ
か
の
遊

仙
詩
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
ず
、
ほ
ぼ
帝
王
の
死
を
喩
え
て
言
う
場
合
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
鮑
照
と
庾
信
の
詩
の
用
例
を

挙
げ
る
。

虎
變
由
石
紐
　
龍
翔
自
鼎
湖
　
　
虎
変
す
る
は
石
紐
に
由
り
、
龍
翔
す
る
は
鼎
湖
自
り
す

（
鮑
照
「
從
過
舊
宮
」、『
鮑
明
遠
集
』
巻
五
）

鼎
湖
去
無
返
　
蒼
梧
悲
不
從
　
　
鼎
湖
　
去
り
て
は
返
る
こ
と
無
し
、
蒼
梧
　
従
わ
ざ
る
を
悲
し
む

（
庾
信
「
擬
詠
懷
詩
二
十
七
首
」
其
二
十
三
、『
庾
子
山
集
』
巻
三
）

鮑
照
詩
は
宋
の
武
帝
劉
裕
の
故
郷
の
彭
城
に
よ
ぎ
っ
た
時
の
作
で
あ
り
、
生
前
に
建
て
ら
れ
た
宮
殿
を
参
拝
し
て
武
帝
の
功
績
を
追
慕

し
て
い
る

（
8
）

。「
虎
變
」
は
虎
の
入
り
乱
れ
た
し
ま
模
様
の
よ
う
に
変
幻
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
王
朝
交
替
、
即
ち
劉
宋
王
朝
の
樹

立
を
喩
え
て
い
る
。「
石
紐
」
は
禹
の
出
生
地
と
さ
れ
、
こ
こ
で
は
武
帝
の
故
郷
を
言
う
。
従
っ
て
、「
鼎
湖
」
の
典
故
も
武
帝
を
上
古
の

聖
王
に
擬
え
、
黄
帝
の
昇
天
を
借
り
て
武
帝
の
死
を
詠
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。

庾
信
詩
は
清
の
倪
璠
の
注
に
よ
れ
ば
、
梁
の
元
帝
が
西
魏
と
の
戦
い
に
敗
れ
て
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
。
黄
帝
は
鼎
湖

で
世
を
去
っ
て
か
ら
ま
た
帰
る
こ
と
が
な
く
、
舜
が
蒼
梧
に
葬
ら
れ
る
時
、
二
人
の
妃
は
従
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
二
句
か
ら
、

元
帝
の
死
を
偲
び
、
さ
ら
に
殉
死
で
き
な
い
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
作
者
の
心
境
が
読
み
取
ら
れ
る

（
9
）

。

以
上
二
首
の
詩
は
ど
ち
ら
も
「
鼎
湖
」
を
用
い
て
、
当
時
の
帝
王
の
死
を
黄
帝
の
昇
天
に
喩
え
て
詠
う
例
で
あ
り
、
類
似
し
た
用
法
は

唐
以
後
の
詩
に
も
見
ら
れ
る
。
さ
て
、
曹
植
遊
仙
詩
に
お
け
る
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
以
上
と
同
じ
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
以
下

は
「
鼎
湖
」
の
典
故
に
触
れ
た
「
驅
車
篇
」「
仙
人
篇
」「
遊
仙
詩
」
三
首
の
詩
を
分
析
す
る
。

　
　
　
驅
車
篇

驅
車
撣
駑
馬
　
東
到
奉
高
城
　
　
車
を
駆
り
て
駑
馬
を
撣も

ち
、
東
の
か
た
奉
高
城
に
到
る

神
哉
彼
泰
山
　
五
嶽
專
其
名
　
　
神
な
る
か
な
彼
の
泰
山
、
五
岳
　
其
の
名
を
専
ら
に
す



一
一

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

隆
高
貫
雲
霓
　
嵯
峨
出
太
淸
　
　
隆
高
と
し
て
雲
霓
を
貫
き
、
嵯
峨
と
し
て
太
清
よ
り
出
ず

周
流
二
六
候
　
間
置
十
二
亭
　
　
周
流
し
て
二
六
候
、
間
に
置
く
十
二
亭

上
有
涌
醴
泉
　
玉
石
揚
華
英
　
　
上
は
涌
醴
泉
有
り
、
玉
石
　
華
英
を
揚
ぐ

東
北
望
吳
野
　
西
眺
觀
日
精
　
　
東
北
の
か
た
呉
野
を
望
み
、
西
の
か
た
眺
め
て
日
精
を
観
る

魂
神
所
繫
屬
　
逝
者
感
斯
征
　
　
魂
神
の
繫
属
す
る
所
、
逝
者
　
感
じ
て
斯
に
征
く

王
者
以
歸
天
　
效
厥
元
功
成
　
　
王
者
　
以
て
天
に
帰
し
、
厥
の
元
功
の
成
る
を
效
す

歷
代
無
不
遵
　
禮
祀
有
品
程
　
　
歴
代
　
遵
わ
ざ
る
こ
と
無
く
、
礼
祀
　
品
程
有
り

探
策
或
長
短
　
唯
德
享
利
貞
　
　
策
を
探
り
て
或
い
は
長
短
あ
る
も
、
唯
だ
徳
の
み
利
貞
を
享
く

封
者
七
十
帝
　
軒
皇
元
獨
靈
　
　
封
ず
る
者
　
七
十
帝
、
軒
皇
　
元
よ
り
独
り
霊
な
り

餐
霞
漱
沆
瀣
　
毛
羽
被
身
形
　
　
霞
を
餐
い
て
沆
瀣
に
漱
ぎ
、
毛
羽
　
身
形
を
被
う

發
擧
蹈
虛
廓
　
徑
庭
升
窈
冥
　
　
発
挙
し
て
虚
廓
を
蹈
み
、
径
庭
と
し
て
窈
冥
た
る
に
升
る

同
壽
東
父
年
　
曠
代
永
長
生
　
　
寿
を
東
父
の
年
に
同
じ
く
し
、
曠
代
　
永
く
長
生
す

　
　
　
　（
『
樂
府
詩
集
』
巻
六
十
四
）

三
首
の
中
で
こ
の
詩
だ
け
が
「
鼎
湖
」
二
字
を
表
に
出
し
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
内
容
を
も
っ
と
も
詳
し
く
描
い
て
い
る
。
詩
は
泰
山

の
自
然
景
色
か
ら
詠
い
始
め
て
、
中
頃
は
古
の
封
禅
の
礼
に
触
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
封
禅
を
し
た
上
古
の
帝
王
の
代
表
と
し
て
軒
轅
黄
帝
の

話
を
引
き
起
こ
し
て
、
最
後
は
黄
帝
昇
天
の
故
事
で
締
め
括
る
。
曹
植
の
ほ
か
の
遊
仙
詩
と
違
っ
て
、
こ
の
詩
は
特
定
の
政
治
事
件
に
関
わ

る
可
能
性
が
あ
る
。
黃
節
は
、
こ
の
詩
は
太
和
年
間
の
封
禅
を
め
ぐ
る
朝
議
に
関
わ
る
と
述
べ
て
い
る

）
11
（

。
ま
た
曹
植
は
太
和
三
年
（
二
二
九
）

に
東
阿
に
国
替
え
さ
れ
て
か
ら
、
近
く
に
あ
る
泰
山
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
は
太
和
三
年
以
降
の
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

結
局
曹
魏
時
代
の
終
わ
り
ま
で
封
禅
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
曹
植
の
こ
の
詩
に
は
明
帝
曹
叡
に
封
禅
を
勧
め
る
よ
う
な
意
味
が
窺
わ

れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
封
禅
や
黄
帝
（
「
軒
皇
」
）
に
関
す
る
描
写
は
、
恐
ら
く
裏
で
は
亡
き
文
帝
曹
丕
に
も
関
わ
り
が
あ
る
で
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あ
ろ
う
。
ま
ず
は
「
王
者
以
歸
天
、
效
厥
元
功
成
」
二
句
は
、「
文
帝
誄
」
の
「
方
隆
封
禪
、
歸
功
天
地
」
二
句
の
内
容
と
近
い
。
曹
丕

が
自
ら
泰
山
で
封
禅
を
行
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
古
の
聖
王
に
準
じ
て
「
か
つ
て
封
禅
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
、
曹
植
は
想
像

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
詩
の
場
合
で
も
、
ひ
そ
か
に
曹
丕
を
封
禅
も
昇
天
も
で
き
た
黄
帝
に
喩
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
曹
叡
に
封
禅
を
勧
め
る
こ
と
に
は
、
古
の
聖
王
に
倣
う
こ
と
に
、
先
帝
の
「
遺
志
」
を
継
ぐ
た

め
と
い
う
理
由
を
重
ね
て
、
そ
の
正
当
性
と
必
要
性
の
重
み
が
増
す
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
仙
人
篇

仙
人
攬
六
著
　
對
博
太
山
隅
　
　
仙
人
　
六
著
を
攬
り
、
対
博
す
　
太
山
の
隅

湘
娥
拊
琴
瑟
　
秦
女
吹
笙
竽
　
　
湘
娥
　
琴
瑟
を
拊
し
、
秦
女
　
笙
竽
を
吹
く

玉
樽
盈
桂
酒
　
河
伯
獻
神
魚
　
　
玉
樽
　
桂
酒
を
盈
た
し
、
河
伯
　
神
魚
を
献
ず

四
海
一
何
局
　
九
州
安
所
如
　
　
四
海
　
一
に
何
ぞ
局
な
る
、
九
州
　
安
く
に
か
如
く
所
ぞ

韓
終
與
王
喬
　
要
我
於
天
衢
　
　
韓
終
と
王
喬
と
、
我
を
天
衢
に
要
つ

萬
里
不
足
步
　
輕
舉
凌
太
虛
　
　
万
里
　
歩
む
に
足
ら
ず
、
軽
挙
し
て
太
虚
を
凌
ぐ

飛
騰
踰
景
雲
　
高
風
吹
我
軀
　
　
飛
騰
し
て
景
雲
を
踰
え
、
高
風
　
我
が
軀
を
吹
く

廻
駕
觀
紫
薇
　
與
帝
合
靈
符
　
　
駕
を
廻
ら
し
て
紫
薇
を
観
、
帝
と
霊
符
を
合
わ
す

閶
闔
正
嵯
峨
　
雙
闕
萬
丈
餘
　
　
閶
闔
　
正
に
嵯
峨
た
り
、
双
闕
　
万
丈
余

玉
樹
扶
道
生
　
白
虎
夾
門
樞
　
　
玉
樹
　
道
を
扶
け
て
生
じ
、
白
虎
　
門
樞
を
夾
む

驅
風
遊
四
海
　
東
過
王
母
廬
　
　
風
を
驅
り
て
四
海
に
遊
び
、
東
の
か
た
王
母
の
廬
に
過
る

俯
觀
五
嶽
閒
　
人
生
如
寄
居
　
　
俯
し
て
五
岳
の
間
を
観
れ
ば
、
人
生
　
寄
居
す
る
が
如
し

潛
光
養
羽
翼
　
進
趣
且
徐
徐
　
　
光
を
潜
め
て
羽
翼
を
養
い
、
進
趣
　
且
ら
く
徐
徐
た
り

不
見
昔
軒
轅
　
升
龍
出
鼎
湖
　
　
見
ず
や
　
昔
の
軒
轅
の
、
龍
升
り
て
鼎
湖
よ
り
出
ず
る
を



一
三

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

徘
徊
九
天
上
　
與
爾
長
相
須
　
　
徘
徊
す
　
九
天
の
上
、
爾
と
長
え
に
相
い
須
た
ん
　

　
　
　
　（
『
樂
府
詩
集
』
巻
六
十
四
）

冒
頭
の
六
句
に
描
か
れ
た
場
面
は
、
神
仙
の
要
素
を
除
け
ば
、
ま
さ
に
公
宴
詩
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
類
似
し
た
表
現
は
「
五
遊
詠
」

に
も
見
え
る
。
後
半
の
「
人
生
如
寄
居
」
は
、
曹
丕
「
善
哉
行
」
の
「
人
生
如
寄
、
多
憂
何
爲
（
人
生
　
寄
す
る
が
如
し
、
多
く
憂
う
る

も
何
を
か
為
さ
ん
）」（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）
と
同
じ
よ
う
に
、「
古
詩
十
九
首
」
其
の
十
三
「
駆
車
上
東
門
」
の
「
人
生
忽
如
寄
、
壽
無

金
石
固
（
人
生
　
忽
と
し
て
寄
す
る
が
如
く
、
寿
に
金
石
の
固
き
無
し
）」（
同
巻
二
十
九
）
と
い
う
表
現
を
踏
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、「
駆

車
上
東
門
」
の
最
後
は
神
仙
を
求
め
る
よ
り
現
実
世
界
で
享
楽
す
る
ほ
う
が
よ
い
と
詠
じ
、「
善
哉
行
」
も
享
楽
を
勧
め
る
が
、
曹
植
は

こ
こ
で
前
人
の
意
を
逆
に
し
て
用
い
、
ぜ
ひ
現
実
世
界
を
捨
て
て
神
仙
世
界
を
求
め
に
行
き
た
い
と
い
う
願
望
を
語
っ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
「
與
帝
合
靈
符
」
と
最
後
の
四
句
の
表
現
で
あ
る
。
ま
ず
は
「
與
帝
合
靈
符
」
に
つ
い
て
趙
幼
文
氏
は
、「
帝
」
は
天

帝
の
こ
と
で
、「
符
」
は
諸
侯
が
天
子
に
朝
見
す
る
と
き
の
身
分
の
象
徴
で
あ
り
、
神
仙
世
界
な
の
で
「
靈
符
」
と
呼
ば
れ
る
と
解
釈
し

て
い
る

）
11
（

。
確
か
に
現
実
に
は
曹
植
は
魏
の
諸
侯
で
あ
り
、
天
界
に
行
っ
て
も
依
然
と
し
て
諸
侯
の
身
分
で
天
帝
に
朝
見
で
き
る
と
い
う
の

は
、
現
実
中
の
身
分
に
準
え
て
神
仙
世
界
で
の
身
分
を
想
像
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
最
後
の
四
句
に
も
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
用
い
る
。
屈
原
「
遠
遊
」
に
「
軒
轅
不
可
攀
援
兮
、
吾
將
從
王
喬
而
娛
戲
（
軒
轅
に
攀
援
す

べ
か
ら
ず
、
吾
は
将
に
王
喬
に
従
い
て
娯
戯
せ
ん
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
軒
轅
黄
帝
に
従
っ
て
仙
界
に
遊
ぶ
の
は
、
後
世
の
人
々
に
と
っ
て

は
容
易
に
望
め
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
に
は
「
軒
轅
」
が
天
上
に
「
爾
」（
主
人
公
）
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
異

例
な
表
現
を
呈
し
、
主
人
公
と
「
軒
轅
」
の
間
に
親
し
い
特
別
な
関
係
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
現
実
に
準
え

て
神
仙
世
界
を
想
像
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
世
の
例
な
が
ら
、
李
白
の
「
廬
山
謠
寄
盧
侍
御
虛
舟
」
に
「
先
期
汗
漫
九
垓

上
、
願
接
盧
敖
遊
太
清
（
先
ず
汗
漫
と
期
す
九
垓
の
上
、
願
わ
く
は
盧
敖
に
接
し
て
太
清
に
遊
ば
ん
こ
と
を
）」（
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
巻

十
四
）
と
、
現
実
中
の
友
人
の
盧
虚
舟
を
古
の
仙
人
の
盧
敖
に
喩
え
て
、
と
も
に
仙
界
に
遊
ぼ
う
と
友
人
を
誘
っ
て
い
る
こ
と
を
想
起
さ
せ

る
。
こ
の
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
曹
植
詩
の
中
の
「
天
帝
」
と
「
軒
轅
」
は
、
い
ず
れ
も
亡
き
兄
曹
丕
の
喩
え
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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思
う
に
、
漢
魏
の
時
代
に
流
行
っ
て
い
た
五
行
説
に
よ
れ
ば
、
火
徳
の
後
漢
を
継
承
し
た
魏
王
朝
は
、
ち
ょ
う
ど
火
徳
の
炎
帝
に
戦
勝

し
た
黄
帝
と
同
じ
よ
う
に
土
徳
に
あ
た
る
。
ま
た
、『
魏
書
』
明
帝
紀
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

　 
　
太
和
元
年
春
正
月
、
郊
祀
武
皇
帝
以
配
天
、
宗
祀
文
皇
帝
於
明
堂
以
配
上
帝
。

　
　
太
和
元
年
春
正
月
、
洛
陽
の
南
郊
で
武
帝
を
天
と
と
も
に
祀
り
、
明
堂
で
文
帝
を
天
帝
と
と
も
に
祀
る
。

従
っ
て
、
曹
植
が
遊
仙
詩
で
曹
丕
を
黄
帝
や
天
帝
に
喩
え
る
の
は
、
政
治
面
か
ら
見
て
も
正
当
な
理
由
が
あ
る
。

　
　
　
遊
仙
詩

人
生
不
滿
百
　
戚
戚
少
歡
娛
　
　
人
生
　
百
に
満
た
ず
、
戚
戚
と
し
て
歓
娯
少
な
し

意
欲
奮
六
翮
　
排
霧
陵
紫
虛
　
　
意
　
六
翮
を
奮
わ
ん
と
欲
し
、
霧
を
排
し
て
紫
虚
を
陵
ぐ

蟬
蛻
同
松
喬
　
翻
跡
登
鼎
湖
　
　
蟬
蛻
す
る
こ
と
松
喬
に
同
じ
、
跡
を
翻
し
て
鼎
湖
に
登
る

翺
翔
九
天
上
　
騁
轡
遠
行
遊
　
　
翺
翔
す
　
九
天
の
上
、
轡
を
騁
せ
て
遠
く
行
遊
せ
ん

東
觀
扶
桑
曜
　
西
臨
弱
水
流
　
　
東
の
か
た
扶
桑
の
曜
き
を
観
、
西
の
か
た
弱
水
の
流
れ
に
臨
む

北
極
登
玄
渚
　
南
翔
陟
丹
丘
　
　
北
を
極
め
て
玄
渚
に
登
り
、
南
に
翔
け
て
丹
丘
に
陟
ら
ん
　

　
　
　
　（
『
藝
文
類
聚
』
巻
七
十
八
）

こ
の
詩
は
「
遊
仙
詩
」
と
題
す
る
歴
代
の
詩
に
お
い
て
も
っ
と
も
古
い
も
の
で
あ
る
が
、『
文
選
』
遊
仙
類
に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

も
し
か
し
た
ら
そ
も
そ
も
詩
題
が
な
く
、
或
い
は
詩
題
が
失
わ
れ
た
詩
で
あ
り
、
後
人
に
よ
っ
て
内
容
か
ら
「
遊
仙
詩
」
と
名
付
け
ら
れ

た
可
能
性
も
あ
る
。「
鼎
湖
」
の
典
故
を
用
い
た
表
現
は
、「
蟬
蛻
同
松
喬
、
翻
跡
登
鼎
湖
」
二
句
で
あ
る
。「
松
喬
」
は
仙
人
の
赤
松
子
と

王
子
僑
の
こ
と
で
、
前
述
に
も
触
れ
た
よ
う
に
遊
仙
の
作
品
に
よ
く
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。「
松
喬
」
に
倣
っ
て
仙
人
に
な
り
た
い
と

い
う
の
は
一
般
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
も
し
黄
帝
に
倣
っ
て
「
鼎
湖
」
で
天
に
昇
り
た
い
と
い
う
の
は
、
天
子
の
身
分
で
な
い
限
り
は
相

応
し
く
な
い
表
現
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
翻
跡
登
鼎
湖
」
を
黄
帝
の
臣
下
に
倣
っ
て
自
ら
の
君
主
に
つ
い
て
天
に
昇
り
た
い
と
理
解

し
た
ほ
う
が
よ
り
適
当
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
表
現
は
ま
た
「
仙
人
篇
」
の
最
後
の
四
句
と
同
じ
よ
う
に
、
神
仙
に
な
っ
た
と
さ
れ
る



一
五

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

黄
帝
で
亡
く
な
っ
た
曹
丕
を
喩
え
て
、
黄
帝
に
つ
い
て
天
に
遊
ぶ
こ
と
で
あ
の
世
で
曹
丕
と
の
再
会
を
喩
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
殉
死
意
思
の
表
現
に
つ
い
て

実
際
の
と
こ
ろ
、
以
上
で
論
じ
た
遊
仙
詩
だ
け
で
は
な
く
、
曹
植
の
ほ
か
の
作
品
に
も
君
主
へ
の
殉
死
に
関
わ
る
内
容
が
見
え
る
。
ま

ず
は
『
魏
志
』
文
帝
紀
の
裴
松
之
注
に
引
い
た
「
文
帝
誄
」
の
中
で
、
曹
丕
の
あ
と
を
つ
い
て
殉
死
し
た
い
こ
と
を
直
接
表
明
し
て
い
る
。

承
問
恍
惚
、
惽
懵
哽
咽
。
袖
鋒
抽
刃
、
欲
自
僵
斃
。
追
慕
三
良
、
甘
心
同
穴
。
感
惟
南
風
、
惟
以
鬱
滯
。
終
於
偕
沒
、
指
景
自
誓
。

問
を
承
け
て
恍
惚
た
り
、
惽
懵
哽
咽
す
。
鋒
を
袖
に
し
て
刃
を
抽
き
、
自
か
ら
僵
し
斃
れ
ん
と
欲
す
。
三
良
を
追
慕
し
、
甘
心
し
て

穴
を
同
じ
く
せ
ん
と
す
。
南
風
を
感
じ
て
惟
れ
ば
、
惟
以
て
鬱
滞
す
。
偕
に
没
す
る
に
終
ら
ん
こ
と
を
、
景
を
指
し
て
自
か
ら
誓
う
。

「
南
風
」
は
、『
詩
経
』「
凱
風
」
の
「
凱
風
自
南
、
吹
彼
棘
心
。
棘
心
夭
夭
、
母
氏
劬
勞
（
凱
風
南
よ
り
し
、
彼
の
棘
心
を
吹
く
。
棘
心

夭
夭
た
り
、
母
氏
劬
勞
す
）
」
を
典
拠
と
し
、
母
の
こ
と
を
指
し
て
言
う
。「
三
良
」
は
、
秦
の
穆
公
に
殉
死
し
た
三
人
の
賢
臣
で
あ
る
。

つ
ま
り
古
代
の
賢
臣
に
倣
っ
て
殉
死
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
母
の
こ
と
を
考
え
る
と
生
き
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
、
き
っ
と

い
つ
か
あ
の
世
に
つ
い
て
い
く
と
、
日
に
向
か
っ
て
誓
っ
た
。

思
恩
榮
以
橫
奔
兮
、
閡
闕
塞
之
嶢
崢
。
顧
衰
絰
以
輕
舉
兮
、
迫
關
防
之
我
嬰
。
欲
高
飛
而
遙
憩
兮
、
憚
天
網
之
遠
經
。
願
投
骨
於
山

足
兮
、
報
恩
養
於
下
庭
。
慨
拊
心
而
自
悼
兮
、
懼
施
重
而
命
輕
。
嗟
微
軀
之
是
效
兮
、
甘
九
死
而
忘
生
。
幾
司
命
之
役
籍
兮
、
先
黃

髮
而
隕
零
。

恩
栄
を
思
い
て
以
て
横
奔
す
る
も
、
闕
塞
の
嶢
崢
た
る
に
閡
さ
る
。
衰
絰
を
顧
み
て
以
て
軽
く
挙
る
も
、
関
防
の
我
に
嬰
う
に
迫
ら

る
。
高
く
飛
び
て
遥
か
に
憩
わ
ん
と
欲
す
る
も
、
天
網
の
遠
く
経
る
を
憚
か
る
。
遥
か
に
骨
を
山
足
に
投
じ
、
恩
養
を
下
庭
に
報
ぜ

ん
。
慨
と
し
て
心
を
拊
ち
て
自
か
ら
悼
み
、
施
の
重
く
し
て
命
の
軽
き
を
懼
る
。
嗟
微
軀
の
是
に
効
し
、
九
死
に
甘
ん
じ
て
生
を
忘

る
。
幾
わ
く
ば
司
命
の
役
籍
に
か
か
り
、
黄
髪
に
先
ん
じ
て
隕
零
せ
ん
こ
と
を
。

朝
廷
の
禁
令
に
よ
っ
て
、
曹
植
は
都
に
弔
問
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
段
落
で
は
兄
の
死
へ
の
悔
や
み
と
殉
死
の
意
思
を
重

ね
て
綴
っ
て
い
る
。
特
に
現
実
の
束
縛
か
ら
脱
出
し
て
都
に
赴
き
た
い
と
い
う
願
い
を
表
現
す
る
の
に
、
遊
仙
詩
に
多
用
さ
れ
る
「
輕
舉
」
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と
「
高
飛
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

誄
は
一
般
的
に
抒
情
よ
り
公
的
文
章
の
性
格
が
強
く
、
内
容
と
形
式
双
方
と
も
に
一
定
の
規
則
に
従
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、「
文
帝

誄
」
は
同
じ
曹
植
作
の
誄
の
中
で
も
特
別
な
存
在
だ
と
言
え
る
。「
武
帝
誄
」
と
比
べ
て
み
れ
ば
そ
の
違
い
が
際
立
っ
て
い
る
。「
文
帝
誄
」

は
前
述
の
よ
う
に
、
最
後
に
楚
辞
体
で
書
か
れ
て
個
人
的
感
情
を
語
っ
た
長
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
劉
勰
に
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。

　 

　
陳
思
叨
名
、
而
體
實
繁
緩
。
文
皇
誄
末
、
百
言
自
陳
、
其
乖
甚
矣
。

　
　 

陳
思
王
曹
植
は
世
に
名
高
い
が
、
そ
の
文
章
の
書
き
方
は
実
際
の
と
こ
ろ
細
か
す
ぎ
て
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
。「
文
帝
誄
」
の
最
後
に
、

百
字
ほ
ど
で
自
ら
の
こ
と
を
述
べ
る
の
は
、（
誄
の
作
成
規
則
に
）
重
大
な
違
反
で
あ
る
。（
『
文
心
雕
龍
』
誄
碑
第
十
二
）

　
一
方
、『
武
帝
誄
』
は
曹
植
作
の
ほ
か
の
誄
と
同
じ
よ
う
に
ほ
ぼ
き
ち
ん
と
し
た
四
字
句
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
君

主
の
功
績
を
大
い
に
称
え
た
り
、
そ
の
崩
御
を
悲
し
ん
だ
り
し
た
内
容
は
「
文
帝
誄
」
と
共
通
し
て
い
る
が
、「
文
帝
誄
」
の
際
立
っ
た

殉
死
意
思
の
表
現
は
「
武
帝
誄
」
に
は
ほ
と
ん
ど
読
み
取
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
曹
植
は
ま
る
で
「
文
帝
誄
」
で
曹
丕
へ
の
感
情
を
表
す

た
め
に
、
常
識
的
な
書
き
方
や
規
則
を
破
っ
て
も
構
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ほ
か
に
は
、
殉
死
の
故
事
を
詠
っ
た
「
三
良
詩
」
が
あ
る
。

功
名
不
可
爲
　
忠
義
我
所
安
　
　
功
名
　
為
す
べ
か
ら
ず
、
忠
義
　
我
の
安
ん
ず
る
所
な
り

秦
穆
先
下
世
　
三
臣
皆
自
殘
　
　
秦
穆
　
先
に
下
世
し
、
三
臣
　
皆
な
自
ら
残

そ
こ
な

う

生
時
等
榮
樂
　
旣
沒
同
憂
患
　
　
生
け
る
時
は
栄
楽
を
等
し
く
し
、
既
に
没
し
て
は
憂
患
を
同
じ
く
す

誰
言
捐
軀
易
　
殺
身
誠
獨
難
　
　
誰
か
言
う
　
軀
を
捐
つ
る
は
易
し
と
、
身
を
殺
す
は
誠
に
独
り
難
し

攬
涕
登
君
墓
　
臨
穴
仰
天
歎
　
　
涕
を
攬
り
て
君
の
墓
に
登
り
、
穴
に
臨
み
て
天
を
仰
ぎ
て
歎
く

長
夜
何
冥
冥
　
一
往
不
復
還
　
　
長
夜
　
何
ぞ
冥
冥
た
る
、
一
た
び
往
き
て
復
た
還
ら
ず

黃
鳥
爲
悲
鳴
　
哀
哉
傷
肺
肝
　
　
黄
鳥
　
為
に
悲
鳴
す
、
哀
し
き
か
な
　
肺
肝
を
傷
ま
し
む

（
『
文
選
』
巻
二
十
一
）



一
七

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

こ
の
詩
は
一
般
的
に
建
安
年
間
、
曹
操
の
遠
征
に
携
わ
っ
て
秦
の
穆
公
の
墓
に
よ
ぎ
っ
た
時
の
作
と
さ
れ
、
秦
の
穆
公
に
殉
死
し
た
三

人
の
忠
臣
を
褒
め
称
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
も
し
「
殉
死
意
思
」
を
「
自
滅
意
思
」
に
拡
大
す
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
曹
植
伝
の
裴
松

之
注
に
引
い
た
「
吁
嗟
篇
」
が
あ
り
、
そ
の
結
尾
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

願
爲
中
林
草
　
秋
隨
野
火
燔
　
　
願
わ
く
は
中
林
の
草
と
為
り
、
秋
　
野
火
に
随
い
て
燔
か
れ
ん
こ
と
を

糜
滅
豈
不
痛
　
願
與
株
荄
連
　
　
糜
滅
す
る
は
豈
に
痛
ま
し
か
ら
ざ
ら
ん
や
、
願
わ
く
は
株
荄
と
連
な
ら
ん
こ
と
を

こ
の
詩
は
注
と
し
て
本
文
の
太
和
年
間
の
内
容
に
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
一
般
的
に
太
和
年
間
の
作
と
さ
れ
る
。
曹
植
は
「
転
蓬
」（
風

に
吹
か
れ
て
漂
う
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
）
よ
り
は
根
の
あ
る
草
に
な
り
た
い
と
願
い
、
た
と
え
火
に
焼
か
れ
て
も
構
わ
な
い
こ
と
を
詠
じ
、
身

を
滅
ぼ
し
て
も
都
に
帰
り
た
い
と
い
う
自
ら
の
悲
願
を
訴
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

）
12
（

。

こ
の
よ
う
な
自
滅
意
思
は
後
期
の
作
品
の
み
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
若
い
頃
の
曹
植
に
は
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

建
安
十
六
年
（
二
一
一
）
の
「
離
思
賦
」
に
は
、

念
慈
君
之
光
惠
、
庶
沒
命
而
不
疑
。
欲
畢
力
於
旌
麾
、
將
何
心
而
遠
之
。

慈
君
の
光
惠
を
念
い
、
庶
わ
く
は
命
を
没
し
て
も
疑
わ
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
旌
麾
に
於
い
て
力
を
畢つ

く

さ
ん
と
欲
し
、
将
に
何
心
か
之
れ

に
遠
ざ
か
ら
ん
。（
『
藝
文
類
聚
』
巻
二
十
一
）

と
あ
る
。
そ
の
年
、
二
十
歳
の
曹
植
は
曹
操
に
連
れ
ら
れ
て
遠
征
に
赴
い
た
。
こ
の
賦
で
は
、
父
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
甘
ん
じ
て
戦

場
で
討
ち
死
に
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
自
己
犠
牲
の
意
思
を
表
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
を
通
じ
て
、
曹
植
遊
仙
詩
の
一
部
に
曹
丕
へ
の
殉
死
意
思
が
窺
わ
れ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
「
鼎
湖
」

の
典
故
は
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
神
仙
世
界
へ
の
興
味
は
、
堂
々
と
神
仙
を
信
じ
な
い
と
宣
言
し
た
若
い
頃
か
ら
、
す
で
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に
曹
植
の
心
の
中
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
た
だ
の
笑
い
話
と
す
る
態
度
か
ら
深
く
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く

曹
丕
の
死
を
き
っ
か
け
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
客
観
的
に
存
在
す
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
神
仙
世
界
に
憧
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
前
述
し
た
通
り
、
曹
植
は
遊
仙
詩
の
中
で
曹
丕
を
黄
帝
に
擬
え
て
想
像
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
に
と
っ

て
曹
丕
に
つ
い
て
死
に
そ
こ
な
っ
た
自
分
は
、
ま
さ
に
龍
に
乗
り
そ
こ
な
っ
た
黄
帝
の
臣
下
の
立
場
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、

遊
仙
詩
の
中
で
何
度
も
黄
帝
昇
天
の
故
事
を
詠
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
兄
曹
丕
が
行
っ
た
、
そ
し
て
い
ず
れ
自
分
も
行
く
あ
の
世
界
を
、
期

待
を
抱
い
て
想
像
し
た
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
現
実
に
神
仙
世
界
は
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
曹
植
は
詩
の
中
で
神
仙
世
界
を
作
り
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
で
は
叶
え
ら
れ
な
い
願
い
や
届
か
な
い
思
い
を
託
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

注
（
１
）　
例
え
ば
、
矢
田
博
士
氏
は
「
曹
植
の
神
仙
楽
府
に
つ
い
て
―
先
行
作
品
と
の
異
同
を
中
心
に
―
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
九
、二
七
〜
四
三
頁
、

一
九
九
〇
年
）
の
中
で
、曹
植
の
「
神
仙
不
信
」
の
態
度
は
「
基
本
的
に
、終
生
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
２
）　
徐
公
持
「
曹
植
詩
歌
的
寫
作
年
代
問
題
」（『
文
史
』
六
、一
四
七
〜
一
五
八
頁
、一
九
七
九
年
）。
た
だ
し
、同
氏
は
の
ち
の
『
曹
植
年
譜
考
証
』

（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
の
中
で
前
述
の
意
見
を
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）　
序
の
原
文
は
以
下
の
よ
う
。

　
黃
初
四
年
五
月
、
白
馬
王
任
城
王
與
余
俱
朝
京
師
、
會
節
氣
。
到
洛
陽
、
任
城
王
薨
。
至
七
月
、
與
白
馬
王
還
國
。
後
有
司
以
二
王
歸
藩
、
道

路
宜
異
宿
止
、
意
毒
恨
之
。
蓋
以
大
別
在
數
日
、
是
用
自
剖
、
與
王
辭
焉
、
憤
而
成
篇
。

（
４
）　
趙
幼
文
『
曹
植
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
、
七
〇
六
頁
）。

（
５
）　
こ
れ
に
つ
い
て
、
王
小
盾
、
金
溪
「
魚
山
梵
唄
傳
說
的
道
教
背
景
」（『
中
國
文
化
』
三
六
、一
三
四
〜
一
五
七
頁
、
二
〇
一
二
年
）
の
「
六

　
關
於
曹
植
形
象
的
宗
教
化
」
に
は
詳
し
い
論
述
が
あ
る
。

（
６
）　
中
野
　
将
「
曹
植
『
遊
仙
詩
』
考
―
そ
の
『
詠
懐
性
』
に
つ
い
て
―
」（『
中
国
文
化
』
五
二
、二
八
〜
三
九
頁
、
一
九
九
四
年
）。
同
論
に
は



一
九

曹
植
の
遊
仙
詩
に
つ
い
て
―
「
鼎
湖
」
の
典
故
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

「
詩
を
賦
す
る
行
為
が
集
団
の
も
の
か
ら
個
人
的
な
営
み
へ
と
移
行
す
る
に
従
っ
て
、
作
品
の
制
作
目
的
が
変
化
し
、『
祝
頌
性
』
が
薄
れ
て
ゆ
く
」

と
あ
る
。

（
７
）　『
淮
南
子
』
原
道
訓
の
高
誘
注
に
よ
れ
ば
、「
烏
」
は
「
於
」
に
通
じ
、「
烏
號
」
は
「
こ
こ
に
於
い
て
号さ
け

ぶ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
原
文

は
以
下
の
よ
う
。

 
 

一
說
黃
帝
鑄
鼎
於
荊
山
鼎
湖
、
得
道
而
仙
、
乘
龍
而
上
、
其
臣
援
弓
射
龍
、
欲
下
黃
帝
、
不
能
也
。
烏
、
於
也
。
號
、
呼
也
。
於
是
抱
弓
而
號
、

因
名
其
弓
爲
烏
號
之
弓
也
。

（
８
）　
鮑
照
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
錢
仲
聯
『
鮑
參
軍
集
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
三
〇
三
頁
を
参
考
し
た
。

（
９
）　
倪
璠
注
に
「
言
魏
人
戕
帝
時
已
在
長
安
、
不
能
從
君
死
也
」
と
あ
る
。

（
10
）　
黃
節
『
曹
子
建
詩
注
』（
中
華
書
局
、二
〇
〇
七
年
）
一
六
四
頁
に
は
、「
明
帝
太
和
中
、護
軍
蔣
濟
上
書
曰
、宜
遵
古
封
禪
。（
中
略
）
子
建
此
篇
、

或
當
時
作
也
」
と
あ
る
。

（
11
）　
趙
幼
文
前
掲
書
、
三
二
九
頁
。

（
12
）　
類
似
し
た
例
は
、
川
合
康
三
「
身
を
焼
く
曹
植
」（『
三
国
志
研
究
』
一
、三
〜
一
六
頁
、
二
〇
〇
六
年
）
に
数
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。


